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和歌山県の推計人口（令和５年１０月１日現在） 

「和歌山県人口調査」結果 

   

【令和５年１０月１日現在の人口・世帯数と１年間の増減】 

１ 人口総数・・・２８年連続の減少 

① 総人口  ８９１，６２０人（男４２０,２３５人、女４７１，３８５人） 

② 増減数  ▲１１，５５２人（男▲５，４１１人、女▲６，１４１人） 

③ 増減率  ▲１．２８％ 

 

２ 市町村別の人口増減・・２町で増加、２８市町村で減少 

① 増加した２町・・・・・・日高町  （対前年比＋０．４２％） 

上富田町（同＋０．２４％）           

② 減少率の高い市町村・・・古座川町（対前年比▲３．４４％） 

（上位３位）    美浜町  （同▲３．１５％） 

九度山町（同▲３．０９％）  

       

３ 人口動態・・・自然増減、社会増減ともに減少幅が拡大 

① 自然増減  ▲９，７７８人  

（出生数 ５，０３９人  死亡数 １４，８１７人） 

② 社会増減  ▲１,７７４人 

（転入数 １４，０３３人 転出数  １５，８０７人） 

 

４ 世帯数・・・世帯数及び１世帯当たりの平均構成人員は減少 

① ３９５，８８０世帯 ▲２５５世帯の減（対前年比▲０．０６％） 

② １世帯当たりの平均構成人員 ２．２５人（同▲０．０３人） 

 

------【和歌山県人口調査】結果について----- 

この調査は昭和４２年に開始しており、今回は令和２年１０月１日現在の人口・世帯数（国勢調査確定値）を

基に、各市町村からの報告による令和５年９月３０日までの毎月の住民基本台帳登録者数等の増減を加算して算

出したものです。 

 なお、県内市町村間の転出入は、転入市町村からのデータにより計算されています。 

 統計アクセス用 URL  https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/020300/wtoukei.html 
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対前年 対前年
総人口 男 女 増減率 増減数 自然増減 社会増減

人 人 人 ％ 人 人 人
H7 ※ 1,080,435 513,450 566,985 0.16 1,679 ▲ 114 1,793

8 1,079,924 512,929 566,995 ▲ 0.05 ▲ 511 408 ▲ 919
9 1,078,184 511,694 566,490 ▲ 0.16 ▲ 1,740 124 ▲ 1,864

10 1,075,807 510,118 565,689 ▲ 0.22 ▲ 2,377 ▲ 22 ▲ 2,355
11 1,073,232 508,752 564,480 ▲ 0.24 ▲ 2,575 ▲ 688 ▲ 1,887
12 ※ 1,069,912 506,882 563,030 ▲ 0.31 ▲ 3,320 ▲ 548 ▲ 2,772
13 1,064,845 503,825 561,020 ▲ 0.47 ▲ 5,067 ▲ 856 ▲ 4,211
14 1,058,742 500,575 558,167 ▲ 0.57 ▲ 6,103 ▲ 1,192 ▲ 4,911
15 1,051,693 496,688 555,005 ▲ 0.67 ▲ 7,049 ▲ 1,705 ▲ 5,344
16 1,044,657 492,789 551,868 ▲ 0.67 ▲ 7,036 ▲ 2,216 ▲ 4,820
17 ※ 1,035,969 488,022 547,947 ▲ 0.83 ▲ 8,688 ▲ 3,362 ▲ 5,326
18 1,029,029 484,681 544,348 ▲ 0.67 ▲ 6,940 ▲ 3,244 ▲ 3,696
19 1,021,575 480,835 540,740 ▲ 0.72 ▲ 7,454 ▲ 3,323 ▲ 4,131
20 1,014,213 477,177 537,036 ▲ 0.72 ▲ 7,362 ▲ 3,699 ▲ 3,663
21 1,008,132 474,202 533,930 ▲ 0.60 ▲ 6,081 ▲ 4,058 ▲ 2,023
22 ※ 1,002,198 471,397 530,801 ▲ 0.59 ▲ 5,934 ▲ 4,276 ▲ 1,658
23 995,196 467,898 527,298 ▲ 0.70 ▲ 7,002 ▲ 5,082 ▲ 1,920
24 988,160 465,773 522,387 ▲ 0.71 ▲ 7,036 ▲ 4,769 ▲ 2,267
25 980,370 461,177 519,193 ▲ 0.79 ▲ 7,790 ▲ 5,624 ▲ 2,166
26 972,258 457,398 514,860 ▲ 0.83 ▲ 8,112 ▲ 5,551 ▲ 2,561
27 ※ 963,579 453,216 510,363 ▲ 0.89 ▲ 8,679 ▲ 5,631 ▲ 3,048
28 955,663 449,728 505,935 ▲ 0.82 ▲ 7,916 ▲ 5,841 ▲ 2,075
29 947,798 446,053 501,745 ▲ 0.82 ▲ 7,865 ▲ 6,276 ▲ 1,589
30 939,268 442,322 496,946 ▲ 0.90 ▲ 8,530 ▲ 6,786 ▲ 1,744
R1 930,677 438,441 492,236 ▲ 0.91 ▲ 8,591 ▲ 7,104 ▲ 1,487
2 ※ 922,584 435,051 487,533 ▲ 0.87 ▲ 8,093 ▲ 6,726 ▲ 1,367
3 913,523 430,760 482,763 ▲ 0.98 ▲ 9,061 ▲ 7,190 ▲ 1,871
4 903,172 425,646 477,526 ▲ 1.13 ▲ 10,351 ▲ 8,712 ▲ 1,639
5 891,620 420,235 471,385 ▲ 1.28 ▲ 11,552 ▲ 9,778 ▲ 1,774
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１ 人口総数  

  令和５年１０月１日現在の本県人口は、８９１,６２０人 
  全国総人口（１２,４３４万人※）の約０．７２％ 
  ※総務省統計局人口推計月報 令和５年１０月１日現在概算値 
  １年前に比べ１１，５５２人減少し、対前年増減率は▲１．２８％となった。平成８年に減少に

転じた後、２８年連続で減少している。 
 
表１ 県人口推移：各年 10 月 1 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成７年から令和２年までのうち国勢調査年（※印）以外の数値は、国勢調査確定値をもって補正している。 
,      令和３年以降の数値は、令和２年国勢調査確定値を基に推計している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人口及び対前年増減率（各年 10 月 1 日） 
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２ 市町村別の人口増減 

   令和４年１０月１日からの１年間で人口は２町が増加、２８市町村が減少している。 
  増加した２町は、日高町＋０．４２％（＋３２人）、上富田町＋０．２４％（＋３７人）である。         

  一方、減少率が高いのは、古座川町▲３．４４％（▲８１人）、美浜町▲３．１５％ 
（▲２０６人）、九度山町▲３．０９％（▲１１２人）となっている。＜資料１、資料２＞ 

 
３－１ 人口動態                 
  令和４年１０月１日から１年間で人口動態をみると、１１，５５２人減少、増減率は▲１．２８

％である。 
前年同期１年間（令和３年１０月１日から令和４年９月３０日）は、１０，３５１人の減少、増

減率は▲１．１３％であり、前年同期に比べ減少幅が拡大した。 
 
表２ 出生・死亡・転入・転出者数の推移（各年 10 月 1 日現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成７年から令和２年までのうち国勢調査年（※印）以外の数値は、国勢調査確定値をもって補正している。 

令和３年以降の数値は、令和２年国勢調査確定値を基に推計している。 

自然（社会）増減率＝自然（社会）増減数／前年 10 月 1日現在の人口×100 
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自然動態と社会動態 

３－２ 自然動態  

令和４年１０月１日から令和５年９月３０日までの１年間の出生数は５，０３９人、死亡数は 
１４，８１７人。出生数から死亡数を引いた自然増減は▲９，７７８人となり、平成１０年以降、

２６年連続のマイナスとなった。 
前年同期１年間（令和３年１０月１日から令和４年９月３０日）との比較では、出生数が１８７

人減（5,226 人→5,039 人）、死亡数が８７９人増（13,938 人→14,817 人）であり、自然動態におけ

る減少幅は拡大した（▲8,712 人→▲9,778 人）。＜資料３＞ 
 

３－３ 社会動態 

 令和４年１０月１日から令和５年９月３０日までの１年間の県外（国外含む。）からの転入数は

１４，０３３人、県外（国外含む。）への転出数は１５，８０７人であった。 
この結果、１，７７４人の転出超過であり、社会増減は平成８年以降、２８年連続のマイナスと

なった。 
  また、県内市町村間での移動者数は、９，８９６人であった。＜資料４＞ 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 世帯  

  令和５年１０月１日現在の本県の世帯数は、３９５，８８０世帯で、１年前に比べて２５５世帯、 

０．０６％減少した。 

  また、１世帯当たりの平均構成人員は２．２５人で、前年に比べて０．０３人減少した。 

  １世帯当たりの平均構成人員を市町村別にみると、多い順にみなべ町（２．６２人）、 
広川町（２．５９人）、日高町（２．５７人）、有田川町（２．５５人）の順となった。 

  一方、少ないのは、北山村（1.82 人）、古座川町（１．９０人）、串本町（１．９８人）の順で

あった。＜資料５＞ 
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表３ 世帯数の推移（各年 10 月 1 日現在） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成７年から令和２年までのうち国勢調査年（※印）以外の数値は、国勢調査確定値をもって補正している。 
.              令和３年以降の数値は、令和２年国勢調査確定値を基に推計している。 

 
 

 世帯数と世帯平均人員数の推移 


